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1. はじめに 
近年，障がい児について将来の自立と社会参

加に向けた学習の充実を図るために，障害の状

態や特性を考え，デジタル教材コンテンツを効

果的に利用した適切な教育を実施する事が重要

視されている．そこで，岐阜県，公益財団法人

ソフトピアジャパン，障がい者団体，学識経験

者等で構成されるスマートフォン・タブレット

端末の福祉分野での活用研究会は，急速に普及

するタブレット端末へ対応する為に，様々なプ

ラットフォームに適応する特別支援教育向けア

プリケーションの開発を進めている[1]．しかし，

従来の方法では，多種多様な入力デバイスを駆

使して，教育コンテンツの素材となるデジタル

データを PCに取り込み，各種 PCソフトウェアを

活用してデジタルデータ編集する必要がある為，

PC と周辺機器の取り扱いに熟知した人材や多大

な労力と時間が必要である． 

本研究は，手軽に何時でも何処でも学習コン

テンツの制作ができ，学習者も楽しく自ら学習

コンテンツの制作が可能な，タブレットを活用

した学習コンテンツ制作支援システムを開発す

る事を目的とする． 

2. 先行研究 
 先行研究[2][3]は，タッチパネルを備えた端

末の特性を活用した教材コンテンツの制作及び

提示がされている．特徴的な機能は，学習者の

学習進捗に合わせた教材コンテンツの難易度設

定，障害の種類や程度に合わせた問題設定，教

育目標の指針となる学習記録の自動化がある． 

しかし，教材コンテンツの制作には，専門的な

ソフトウェアの知識や技術が必要である為，特

別支援学校の教育者が実際に活用する事は困難

である．また，学習コンテンツの制作分野では，

タブレット端末に対応したユーザビリティ中心

の学習コンテンツの制作手法に関する研究[4]が

ある．この制作手法において，選択式による学

習コンテンツの制作支援の機能が提案されてい

るが，学習支援システムと連携した学習コンテ

ンツの共有化が達成されていない． 

3. システム要件定義 
先行研究の課題を解決するには，下記のシス

テム要件を満たす必要がある．PC の取り扱いが

不得手なユーザも教材コンテンツの制作が可能

なシステムであること．制作した教材コンテン

ツを特別支援学校同士で共有する機能により，

再利用や指導ノウハウの蓄積による特別支援学

校の授業力向上が見込めること．従来の方式に

よる教育コンテンツの制作には，多大な労力が

必要である為，その負担を軽減可能なシステム

であること． 

3.1. ハードウェア要件 

本システムのアプリケーションは，様々なデ

バイスの機能を単一端末で提供が可能な為，タ

ブレット端末を活用する方針とした．また，可

搬性が高い事から，様々な場所で利用できる．

さらに，ユーザ同士コミュニケーションを取り

ながら学習コンテンツの制作が出来る為，学習

効果の向上が見込める． 

3.2. ソフトウェア要件 

 本システムのアプリケーションは，ネイティ

ブアプリケーションとウェブアプリケーション

ンの特性を併せ持つ，ハイブリットアプリケー

ションとして開発する方針とした．理由は，タ

ブレット端末に搭載されている多数のデバイス

を利用できる為，多様な機能を実現可能である．

また，クロスプラットフォーム開発が可能な為，

同じコードコンポーネントやユーザインタフェ

ースを様々な OS で再利用する事により，コスト

削減や様々なタブレット端末に対応可能である． 

3.3. サービス提供の要件 

 本システムを利用したサービスは，クラウド

版とパッケージ版の 2通りの方法で提供する．ク

ラウド版は，教材コンテンツの管理及び共有を

容易にする機能を提供する．パッケージ版は，

特別支援学校のネットワークインフラが十分で

ない実情がある為，オフライン環境でも教材コ

ンテンツを制作可能な機能を提供する． 
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4. システム概要 
 本システムは，教材コンテンツ制作用のアプ

リケーション，教材コンテンツ管理及び共有サ

ーバで構成される．また，本アプリケーション

は，Google Play や Apple の App Store等のアプ

リケーションストア経由で提供する（図 1）． 

 
図 1．システム全体構成 

4.1. 対話形式による教材コンテンツ制作機能 

本アプリケーションは，PC や周辺機器の扱い

が不慣れなユーザに対応する機能を実現した．

この機能は，教材コンテンツの制作必要な設定

項目について，アプリケーションからユーザに

問いかけ，ユーザが順番に選択していく事によ

り，設定が自動的に完了する方式とした（図 2）． 

 
図 2．教材コンテンツの制作機能図 

4.2. デジタルアーカイブサーバ連携機能 

本システムは，デジタル教材や素材等の資産

を管理及び保存する方法として，デジタルアー

カイブサーバを構築した．デジタルアーカイブ

サーバは，機関リポジトリシステムとして利用

される Dspaceにて構築し，各機能と連携させ

た．これにより，デジタルデータのファイルに

メタデータを付与して管理及び共有が可能なる

事から，問題の作成が容易になる．実例とし

て，いぬを題材とした問題を作成する場合，い

ぬに関するキーワードにより，関連するデジタ

ルデータを容易に素早く検索して，問題構成に

採用する事ができる（図 3）．

 
図 3．教材コンテンツ管理及び共有機能図 

4.3. 教材コンテンツ管理及び共有機能 

 ユーザが制作した教材コンテンツの管理及び

共有する機能を実現した．この機能は，専用の

コンテンツマネジメントシステムとして開発す

る事により，サーバやデジタルデータに関する

技術的な知識が無くても運用が可能になる． 

5. おわりに 
 今後，本システムの評価実験を実施し，有効

性及び他のシステムと比べて優位性を実証した

い． 
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